
国立市立国立第一小学校学校 2026 年 7 月  

３連休（7/18～20）学校うさぎ視察レポート 

スモールアニマルレスキュー（SAR） 

 

SAR メンバーは、夏の暑さにうさぎたちがどうしているかが気がかりだったため、国立
第一小学校で飼育されているうさぎたちの様子を見にいくことにしました。 

 

2026 年７月 18 日（土） 13 時ごろ 気温 31℃ 

水に毛とゴミが浮いており、容器の半分しか入っておらず、飲みにくそうでした。 

ペレットの容器は空でしたが、それでも容器に顔を突っ込んでおり、空腹で食べ物を求
めていたと思われます。うさぎは半日の空腹でも命に関わります。 

牧草はかなり古いのか黄色く退色しいて、とても食べられる状態ではありませんでした。 

うさぎたちが空腹にもかかわらず、食べ物がないのがわかったので、急いで牧草をとり
に自宅に戻りました。金網の隙間から牧草をあげると、よほどお腹がすいていたのか、
すごい勢いで食べ始めました。 

目の丸い丸顔のうさぎはよく食べたのですが、目がやや切れ上がった面⾧のうさぎは少
し食べただけでした。この面⾧のうさぎは呼吸が荒く、ひどく体力が落ちていたようで
した。 

警備の方に水やえさについてお尋ねしたところ、水とペレットはあげているが牧草はあ
げてないとのことでした。うさぎがお腹を空かせていたので牧草を入れたことをお伝え
しました。 

 

2026 年７月 19 日（日） 15 時ごろ 気温 35℃ 

小屋の前で牧草の袋を開けると、丸顔のうさぎが後ろ足で立ち上がって、金網に前足を
かけて、「早く牧草をちょうだい！」と催促する仕草をしました。牧草をあげると前日
と同じように、すごい勢いで食べ始めました。前足で牧草をかきわけるなど、あなうさ
ぎ特有の仕草も見せてくれました。面⾧のうさぎはおとなしい性質のようですが、それ
でも少し食べただけですぐに横たわってしまうのはかなり心配な状態でした。 

 

2026 年７月 20 日（月・祝） 14 時 20 分ごろ 気温 35℃ 

うさぎ小屋に着くと丸顔のうさぎが駆け寄ってきて、「牧草をくれる人」と認識してい
るようにも見えました。 



しかし前日ほどの食欲はありませんでした。３日目だからかとも思ったのですが、面⾧
のうさぎと同様に体を震わせて荒い呼吸をしており、前日、前々日のような動きは見せ
ませんでした。幾分体力のあると思われた丸顔のうさぎですが、すでに体力が失われ、
暑さがこたえているようでした。 

水は容器の半分以下に減っており、ペレットの容器は空っぽだったので、警備の方に水
をあげるようお伝えしました。 

２匹ともこの夏の暑さを耐えるのは厳しいと感じました。 

 

牧草・ペレット・水について 

毎日新鮮な水をこまめに取り換えるべ
きなのは言うまでもありません。２匹と
も肉垂（胸の部分のふくらみ）があるた
め、水が少ないと余計に無理な姿勢で飲
まねばなりません。水を十分にあげるこ
とに加えて、飲みやすい容器に変更する
必要があります。 

連休中はペレットだけをあげて、牧草は
与えないようでしたが、本来ペレットは
一日に体重の 10％を与えて（うさぎの
体重が２キロなら１日に 20 グラム）、牧

草を主食とすべきです。 

牧草は前日の残りは捨てて、香りのよい新鮮なものを食べ放題に与えます。 

牧草は黄緑か緑色で、うさぎは柔らかい葉の部分を特に好んで食べます。香りの落ちた
牧草、劣化した古い牧草は絶対に食べません。 

３連休だから前もって与えておけばよい、というのは間違いです。また牧草が日の当た
る場所に置かれており、これも牧草の劣化の原因となります。 

 

気温と体調について 

３連休の間の気温は、最高で 35℃に上昇しました。
うさぎの適温は 18～24℃なので、それを 11℃以上、
大幅に上回っています。また、夏には冷たいペットボ
トルや日よけなどで対策を行っていると伺っていま
したが、そのような暑さ対策は見受けられませんで
した。 



丸顔のうさぎは、18 日と 19 日までは動き回ったり、水を飲んだりもしていました。面
⾧のうさぎはいつも少し牧草を食べただけで、終始横たわったままでした。 

20 日には幾分体力のあると思われた丸顔のうさぎもあまり動かなくなり、終始荒い呼
吸をして横たわっていました。 

２匹とも呼吸が荒く、腹部や体全体が小刻みに震えており、いまからこの状態ではこの
夏を耐えるのは厳しく、命の危険があると感じました。 

 

トイレ・糞・尿 

ふたつあるうちのトイレのひと
つがひっくり返っていました。も
う一つのトイレも満タンでした。
糞がそこら中に散らかっており、
その中にこぼしたペレットも混
ざっているという、とても不衛生
な状態でした。 

連休３日間の 7 月 18～20 日まで、
ト イ レ は 掃 除 さ れ ず ひ っ く り
返ったままで糞があふれ、おしっ
このシミがそこら中にできて尿
のにおいも立ち込めていました。 

白く細⾧いシミは、うさぎが尿を踏んで歩き回った跡だと思われます。 

第一小学校は屋外飼育の中では状態の良い方だと認識していたので、小屋の環境が悪化
していたのにはショックを受けました。 

 

耐震工事 

夏休みいっぱいは耐震工事があるとのこと。工事を行っている方にお聞きすると、うさ
ぎ小屋とは反対の位置にある校舎の工事だが、突発的に大きな音が出ることもあり、囲
いの中で（校庭の部分）鉄板を扱うので、その音でうさぎを驚かすこともあるかもしれ
ない、とのことでした。 

実際にその場にいると、校庭にある囲いの門が風で常にガシャガシャ鳴っており、工事
のチェンソーの音も常に響いていました。 

音に敏感で臆病なうさぎたちにはかなりのストレスです。 

 



ボンデッドペア（絆の強いペア） 

２匹はいつも寄り添っており、結びつきの
強いうさぎであることがわかりました。 

仮にどちらか一方が亡くなると、残された
うさぎは強い悲しみとストレスを受けます。
２匹がともに⾧く暮らせるよう、環境、食
事とも早急な改善が必要です。 

 

 

 

 

夏休み中の預かり、または譲渡について 

夏の暑さだけでなく、工事の騒音からもうさぎたちを避難させる必要があります。工事
の騒音のストレスでうさぎが血尿をし、静かな環境に移したら改善したという実例もあ
ります。 

前出の耐震工事の項でお話をうかがった工事の方は、昨年 A 小学校 （※１）の工事もして
いた方で、やはりうさぎがかわいそうだったとおっしゃっていました。 

その A 小学校は、夏の猛暑と校舎耐震工事の騒音から避難させるため、学校で飼育して
いたうさぎを預かりに出しました。そのうさぎを預かったのが当会 SAR です。健康診
断で腹部の腫瘍 （子宮がん）が見つかったため、そのまま当会のメンバーのもとで暮ら
すこととなりました。これは飼育委員会や学校全体で話し合い、うさぎの幸せを願った
子どもたちによる決断でした。詳細は、以前に送った資料にある「マロンのまいにち」
「マロンのまいにち２」（※２）をご参照ください。 

※１ 他校への影響に配慮し、校名はふせました。 

※２ 小学校から引き取ったうさぎの生活の様子と闘病レポート （小学校や教育委員会へあてたもので一般公開はしてい

ません）。 

 

SAR では夏休みの間の２匹のうさぎのあずかりが可能です 

貴校のうさぎ、ココアちゃんとラテちゃんの体力が落ちており、荒い呼吸をしているこ
とから、この夏の猛暑を耐えることの厳しさ、命の危険についてお伝えしてまいりまし
た。当会 SAR では夏休みの間、ココアちゃんとラテちゃんをお預かりすることが可能
です。どうか、うさぎたちの命をつなぐため、ご検討くださいますようお願いいたしま
す。 


